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Book design 

 の 世界 

vol.６ 

 名久井 直子  さん  

本を選ぶ時、表紙や本のデザインに惹かれて選

ぶことがあります。本を開くとそこに書いてある

「装丁」という言葉と名前。 

本の外装をデザインする仕事を装丁家やブック

デザイナーと言います。この連載では本のデザイン

や装丁から、本を楽しみたいと思います。 

第６回目は、 名久井 直子さん です。 

 名久井直子さんは、武蔵野美術大学卒業後、広告代理店勤務を経

て、2005年に装丁家として独立されます。2014年には第45回講談社出

版文化賞ブックデザイン賞を受賞。著書に『紙ものづくりの現場か

ら』(グラフィック社編集部編／グラフィック社)などがあります。  

 名久井さんは装丁について「装丁というのは、表

紙のデザインをどうするか、どんな素材の用紙を使

うか、書体はどうするかなど、物質面をすべて担当

します。」と語られています。 

 まず『ツバキ文具店』(小 川 糸 著 ／ 幻 冬 舎 ／2016

年／913.6||O 24)と、その続編の『キラキラ共和国』

(小川糸著／幻冬舎／2017年／913.6||O 24)を紹介しま

す。鎌倉の小さな文具店での手紙の代書の依頼を通

じて人々の想いにふれる物語。装画は、素描家の

しゅんしゅんさんによるものです。細やかな点や線

で描かれた作品から本の世界観に引き込まれます。

同じテイストの装丁ですが、タイトル文字と花布(本

の背の上下両端の布)に、『ツバキ文具店』ではえん

じ色、『キラキラ共和国』では水色が使われポイン

トになっています。２冊の装丁の違っているところ

を探すのも楽しいものです。  装画：しゅんしゅん 

 続いては『波うちぎわのシアン』(斉藤倫著／まめ

ふく画／偕成社／2018年／913.6||Sa 25)です。小さな

島ラーラの診療所でひろわれた少年シアンの不思議

な物語。まめふくさんの絵が表紙の他にも挿し絵と

してたくさん使われています。海沿いの風を感じる

ようなやさしくさわやかな印象の装丁です。 

 家族をめぐる７つの物語を収めた『家族シア

タ ー』( 辻 村 深 月 著 ／ 講 談 社 ／2014年 ／913.6||Ts 

41)。心あたたまるレトロな色合いの装丁です。表

紙のミニチュア作品は水島ひねさんが手がけたも

のです。物語を読んでからじっくり見るともっと

楽しめます。裏表紙では、タコが竹とんぼをして

います。 

 『回転ドアは、順番に』(穂村弘, 東直子著／筑摩

書房／2007年／911.168||H 83)は、二人の歌人によ

るメールでの短歌の交換から生まれた恋愛詩歌集

です。短歌や詩で描かれていく恋愛模様のよう

に、菅野裕美さんの装画が、淡く甘い中にあやう

さも感じられる 二人の絶妙な距離間を表してい

るようです。 

ミニチュア制作&撮影： 

水島ひね 

カバー装画：菅野裕美 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344031937
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344029279
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784036431700
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784062191876
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480423887
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 「作った本が書店に並んだときは、素敵だと思われたい、手にとっ

てほしいという気持ちですね。だから本をデザインする時には、この

作家の本だと隣に並ぶのはどんな本になるか、といったことまで考え

るんです。」 

  『えーえんとくちから』(笹井宏之著／筑摩書

房／2019年／911.168||Sa 73)。26年の生涯を駆け抜

けた歌人のベスト歌集。タイトルは作品の一部分か

ら取ったもので、言葉の力を伝えるシンプルな装丁

となっています。作品の持つやさしさと透明感を引

き立てています。 

 続いて『「働きたくない」というあなたへ』(山

田ズーニー著／河出書房新社／2016年／377.9||Y 19 

)です。働くとはどういうことかを考えたくなる、

人気コラムをまとめた一冊。カバーの横幅いっぱい

に配置されたタイトルも白抜きの文字だから重くな

くスッと入ってきます。漫画家の小山健さんのイラ

ストで、気持ちがほっと和みます。 

 『総特集 かこさとし』(青土社／ 2017年／726.5||G 

34)。雑誌『現代思想』の臨時増刊号。かこさとしさ

んの物語絵本・科学絵本や遊びの研究まで、幅広い表

現の世界を掘り下げた一冊です。名久井さんは、表

紙・目次・口絵・扉デザインを担当されています。だ

るまちゃんやからすのパンやさんが楽しく配置されて

いて、かこさんの世界にさそわれます。 

カバーイラスト：小山健 
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 『聖なる怠け者の冒険』(森見登美彦著／朝日新聞出

版／2013年／913.6||Mo 54)は、謎のぽんぽこ仮面から

跡を継ぐよう指名された小和田君の物語です。フジモ

トマサルさんの装画の魅力に引き寄せられます。ぽん

ぽこ仮面のマントに金色で書かれたタイトルと著者名

の文字がマントのふちで切れていて、細かな工夫が効

いています。 

 『間取りと妄想』(大竹昭子著／亜紀書房／2017

年／913.6||O 69)。13の間取りから広がる間取り短編

小説集。著者原案をもとに間取り図を手がけたのは

建築家のバックグラウンドを持つイラストレーター

のたけなみゆうこさん。建築図面などに用いられた

「青焼き」をイメージさせる表紙になっています。

間取りと物語の不思議な関係性に引き込まれます。 

 今回最後に紹介するのは『口笛の上手な白雪姫』

(小川洋子著／幻冬舎／2018年／913.6||O 24)です。  

木彫作家のクロヌマタカトシさんの作品写真が使われ

ています。白鳥の美しさ、紙の手触り、色使いによっ

て、物語の持つ静謐な空気感に寄り添った装丁です。 

 「装丁で何を表現するかを考えるときに大切にする

のは、作品の持っている「雰囲気」です。その空気

感みたいなものをうまくデザインに落としこむ。」と名久井さんは言

われています。今回紹介した名久井直子さんの装丁から、あたたかな

視点で作品の雰囲気を大切に作られていることが伝わってきました。

本を読む前も、読んだ後も味わえる、そんな素敵な装丁ばかりです。 
 

引用文献：『スミスの本棚 新しい自分が見つかる読書』 

（テレビ東京報道局著／日経BP社／2013年） 

装画：フジモトマサル 

図：たけなみゆうこ 

作品制作・撮影：クロヌマタカトシ 

https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784480435750
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784309414492
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784791713516
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784022507860
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784750515076
https://www.kinokuniya.co.jp/f/dsg-01-9784344032453
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ちょこちょこ日記 ＃16 「顔みつけ」 

 建物だったり、木目だったり、パーツや模様の中でついつい顔を

見つけてしまいませんか？見つけてしまったらもう顔にしか見えな

くなりませんか？ 

 最近見つけた顔がこちら。イスの木目の中に

発見！くまに見えませんか？特に実写映画版の

『くまのパディントン』にそっくりだと思って

います。もうパディントンにしか見えない。イ

スに向かってほほえんでいる自分がいます。 

 図書館でも顔を見つけました。ネジが口のよ

うにも見えるし、鼻のようにも見えるし。ロ

ボットっぽく感じます。どんな表情なのか考え

るのも楽しいです。 

 ピエロのような、カエルのような、ニコニコ

かわいい顔も見つけました。反対から見ると、

車のようにも、キャップをかぶっているように

もみえませんか？ 

 図書館のどこにあるか探してみてください♪ 

  ＊連載「MIETAN  本つなぎ」はお休みしました。次号をお楽しみに。 

https://www.library.tsu-cc.ac.jp/

